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【
座
談
会
】
今
こ
そ
本
気
で
女
性
参
画

小
菅
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
） 

Ｊ
Ａ
Ｍ
共
済
を
経
て
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
て
12

年
に
な
り
ま
す
。
単
組
で
の
活
動
経
験
は

な
く
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
組
合

活
動
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
現
在
、
女
性

協
議
会
と
男
女
共
同
参
画
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

私
が
女
性
協
議
会
の
担
当
に
な
っ
た
の

は
2
0
1
3
年
頃
で
す
が
、
そ
の
当
時
、

単
組
の
女
性
た
ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
実
情

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

お
茶
く
み
、
ゴ
ミ
捨
て
、
コ
ピ
ー
取
り
な

ど
の
補
助
業
務
は
女
性
社
員
の
仕
事
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
場
で
は
女
性
用
の

ト
イ
レ
・
更
衣
室
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
か
、
作
業
服
の
規
定
も
男
女
で
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
例
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
職
場
結
婚
す
る
と
女
性
の
方
が
異

動
に
な
る
と
か
、
夫
の
評
価
を
上
回
ら
な

い
よ
う
「
配
慮
さ
れ
る
」
と
い
っ
た
話
も

聞
き
ま
し
た
。

女
性
協
議
会
が

組
合
活
動
に
携
わ
る
き
っ
か
け
に

梅
田 

労
働
組
合
の
役
員
は
ど
ん
な
感
じ

で
し
た
か
？

渡
部 

単
組
で
は
、
職
場
委
員
長
と
評
議

員
が
運
営
会
議
に
出
て
い
て
、
会
議
で
決

ま
っ
た
こ
と
を
組
合
員
に
伝
え
た
り
、
文

書
の
配
布
や
回
収
な
ど
を
行
う
の
は
、
職

女
性
参
画
の

“
こ
れ
ま
で
・
い
ま
・
こ
れ
か
ら
”

梅
田
（
司
会
）
ご
参
加
、あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
日
は
「
こ
れ
ま
で
、
い
ま
、
こ 

れ
か
ら
」
と
い
う
３
つ
の
視
点
か
ら
、
女

性
参
画
推
進
の
取
り
組
み
や
課
題
に
つ
い

て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

「
こ
れ
ま
で
」
と
い
う
こ
と
で
、
ご
自
身
が

入
社
さ
れ
た
当
時
の
、
女
性
の
採
用
や
配

置
、
働
き
方
な
ど
は
、
現
在
と
比
べ
て
ど

の
よ
う
な
状
況
で
し
た
か
？

渡
部
（
自
動
車
総
連
） 

今
年
で
入
社
28
年
、

組
合
役
員
歴
は
14
年
で
す
。
自
動
車
は
、

全
体
と
し
て
女
性
従
業
員
比
率
が
低
い
産

業
で
す
が
、
そ
う
い
う
中
で
も
、
私
が
最

初
に
配
属
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
部
門
は
、
女

性
比
率
が
高
く
、
男
女
半
々
く
ら
い
。
私

の
教
育
係
も
女
性
で
、
職
場
の
ル
ー
ル
も

仕
事
の
進
め
方
も
し
っ
か
り
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
男
女
が
対
等
な
関
係
で
働

い
て
い
る
職
場
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特 

集
3  
❷

金
属
労
協
は
、
第
４
次
男
女
共
同
参
画
推
進
中
期
目
標
・
行
動
計
画
に
基
づ
い
て
女
性
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
や
世
界
の
流
れ
は
「
２
０
３
０
５
０
」。

国
際
会
議
で
は
ほ
ぼ
男
女
同
数
が
達
成
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
取
り
組
み
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
今
こ
そ
、
本
気
で
女
性
参
画
を
進
め
る
た
め
に

何
が
必
要
な
の
か
。
産
別
の
担
当
者
が
語
り
合
っ
た
。

〈
参
加
者
〉

渡
部　

修

自
動
車
総
連
常
任
執
行
委
員
・

組
織
局
部
長

小
菅 

梨
絵

Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
グ
ル
ー
プ
次
長

梅
田 

利
也

金
属
労
協
事
務
局
長
［
司
会
］

左から渡部自動車総連常任執行委員、梅田金属労協事務局長、
小菅ＪＡＭ組織グループ次長

梅田金属労協事務局長
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特 集 今こそ本気で女性参画

Ｊ
Ａ
Ｍ
は
、
女
性
参
画
目
標
30
％
を
掲
げ

て
い
て
、本
部
の
女
性
役
員
比
率
は
、25
％ 

ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
会
や
中
央

委
員
会
な
ど
の
機
関
会
議
の
女
性
参
画

率
は
10
％
台
に
留
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
女
性
協
議
会
は
、
女
性
組
合

員
が
組
合
活
動
に
携
わ
る
き
っ
か
け
と
な

る
入
口
機
能
と
な
っ
て
お
り
、女
性
組
合

員
の
た
め
の
組
織
で
す
。中
央
協
議
会
の

幹
事
会
は
地
方
Ｊ
Ａ
Ｍ
や
単
組
か
ら
選

出
さ
れ
た
女
性
組
合
員
で
構
成
し
、
女
性

の
課
題
の
共
有
化
に
よ
り
解
決
に
向
け

た
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の

顔
ぶ
れ
を
見
ま
す
と
、
以
前
は
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
最
近
は
単
組
の
執
行
委
員

や
三
役
を
務
め
る
女
性
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
と
は
い
え
、
こ
れ
は
中
央
女
性
協
議

会
の
こ
と
で
、
地
方
の
女
性
協
議
会
で
す

と
、
ま
だ
ま
だ
そ
う
い
う
方
は
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。

場
委
員
の
仕
事
で
し
た
。
女
性
も
職
場
委

員
は
嫌
が
ら
ず
に
引
き
受
け
て
く
れ
て
、

若
手
が
引
き
継
ぐ
形
で
組
合
活
動
に
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
、
専

従
役
員
へ
と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
「
女

性
役
員
第
１
号
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当

時
、
専
従
役
員
13
名
の
う
ち
女
性
は
１
名

（
８
％
）。
第
１
号
の
女
性
は
非
常
に
活
躍

さ
れ
、注
目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
企

業
合
併
も
あ
り
、現
在
は
専
従
役
員
26
名
、

う
ち
女
性
は
４
名
（
15
％
）。
女
性
比
率
は

確
実
に
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
の
女
性
役
員
の
み
な
さ
ん
が
、
労
使
交

渉
や
労
使
懇
談
会
で
も
積
極
的
に
発
言
さ

れ
て
い
て
、
強
い
責
任
感
持
っ
て
組
合
活

動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

小
菅 

Ｊ
Ａ
Ｍ
の
女
性
組
合
員
比
率
は
約

14
・
5
％
で
す
が
、
中
央
執
行
委
員
会
に

は
、
結
成
時
か
ら
女
性
が
参
画
し
て
い
ま

し
た
。
結
成
時
は
２
名
、
現
在
は
７
名
。 

副
会
長
を
含
め
る
と
、
９
名
の
女
性
が
Ｊ

Ａ
Ｍ
の
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

好
事
例
を
共
有
し
て

裾
野
を
拡
げ
た
い

梅
田 

金
属
労
協
は
２
０
１
０
年
に
最
初

の
男
女
共
同
参
画
推
進
中
期
目
標
・
行
動 

計
画
を
策
定
し
、
各
種
行
事
へ
の
参
加
を

は
じ
め
、
金
属
労
協
役
員
へ
の
女
性
参
画

を
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、女
性
の
常
任
幹

事
も
増
え
、
大
会
・
協
議
委
員
会
の
女
性

参
画
率
も
30
％
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、男
女
共
同
参
画
推
進
研
修
会 

や
交
流
集
会
も
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
成
果
の
背
景
に
は
、
産
別
の

取
り
組
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
動
車

総
連
で
は
、
大
会
や
中
央
委
員
会
へ
の
女

性
参
画
率
の
設
定
、
各
種
委
員
会
の
女
性

委
員
数
の
設
定
、
大
会
議
長
へ
の
女
性
選

出
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

渡
部 

自
動
車
総
連
で
は
2
0
2
1
年
９

月
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
共
同
・
多
様
性
推
進

計
画
」
と
し
て
６
年
間
の
推
進
計
画
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
各
労
連
で
女
性
参
画
推
進
委
員

を
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
共

同
・
多
様
性
推
進
計
画
を
策
定
し
て
取
り

組
み
を
進
め
、
女
性
委
員
会
も
設
置
し
て

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
各

労
連
の
好
事
例
を
共
有
し
て
裾
野
を
拡
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

梅
田 

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

の
策
定
や
女
性
協
議
会
を
設
置
し
て
活

動
を
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
菅 

組
織
強
化
委
員
会
を
中
心
に
「
男

女
平
等
参
画
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
2
0
2
1
年
の
定
期
大
会
で
確
認

し
ま
し
た
。
組
織
強
化
委
員
会
の
も
と
に

地
方
Ｊ
Ａ
Ｍ
男
女
共
同
参
画
委
員
会
を
設

置
し
、
年
２
回
、
会
議
を
開
催
し
て
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
の
確
認
や
本

部
か
ら
の
要
請
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
ウ
ェ
ブ
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ

渡部　修
わたべ・おさむ
自動車総連常任執行委員・
組織局部長

1995 年アイシン・エィ・ダブリュ（株）
（現：（株）アイシン）に入社。職場では
非専従職場役員を 5 年経て、2014 年
9月～5 年間単組専従役員、その後
2019年 9月～全トヨタ労連を通じて
自動車総連に派遣。2022年 9月～ジ
ェンダー担当となり現在に至る。

小菅 梨絵
こすげ・りえ
ＪＡＭ組織グループ次長

2011年 2 月1日
ＪＡＭ入局 / 共済グループ配属
2013年10 月1日
組織グループへ異動 / 男女平等参画、
ＪＡＭ女性協議会担当
現在に至る
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と
も
あ
り
、
個
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

本
音
の
意
見
を
集
め
ま
し
た
。
そ
れ
も
プ

ラ
ン
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

梅
田 

ど
ん
な
好
事
例
が
出
て
い
ま
す
か
？

渡
部 
単
組
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
、ク

ォ
ー
タ
制
を
意
識
し
、
10
名
の
執
行
委
員

（
非
専
従
）の
う
ち
、
必
ず
３
名
は
女
性
を

登
用
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
性
執
行

委
員
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
共
同
・
多
様
性
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
職
場
と
中
央
の
、
両
方
向
か
ら
参
画

を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
に
な
っ
て

い
ま
す
。
職
場
の
最
先
端
の
地
道
な
取
り

組
み
こ
そ
が
、
自
動
車
総
連
本
部
の
女
性

役
員
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
菅 

あ
る
地
方
Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
計
画
に
基

づ
き
、
毎
年
、「
男
女
が
共
に
働
き
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
関
す
る
要
請
文
書
」
を
加

盟
組
合
・
企
業
に
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

地
方
で
は
、
着
実
に
女
性
役
員
の
人
数
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
女
性
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
地

方
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
委
員
長
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
単

組
の
活
動
で
は
、
ど
う
し
て
も
男
女
平
等

参
画
課
題
の
優
先
順
位
は
低
く
な
り
が
ち

で
す
が
、
意
見
交
換
会
に
参
加
し
た
単
組

で
は
優
先
順
位
が
上
が
っ
た
と
い
う
報
告

も
受
け
て
い
ま
す
。

　

男
性
の
役
員
が
、
女
性
協
議
会
に
参
加

し
、「
少
数
」
の
体
験
を
す
る
と
、
女
性
参

画
へ
の
理
解
が
進
む
と
い
う
話
も
よ
く
聞

き
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
た
環
境
整
備
を

梅
田 

国
連
女
性
機
関
は
２
０
３
０
年
ま

で
に
指
導
的
地
位
に
あ
る
女
性
の
割
合
を

50
％
に
と
い
う
目
標
（
２
０
３
０
５
０
）

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
も
現
在
の
目
標
で
あ
る
女
性
参
画
比
率

40
％
か
ら
さ
ら
に
高
い
目
標
を
め
ざ
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
金
属
労
協
と
し

て
も
、
2
0
2
6
年
ま
で
に
金
属
労
協
の

定
期
大
会
・
協
議
委
員
会
で
40
％
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
私
は
電
機
連
合
か
ら
金

属
労
協
に
来
て
、
国
際
会
議
に
出
席
す
る

機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
景
色
は
、

壇
上
も
会
場
も
、
日
本
と
は
ま
っ
た
く
違

う
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
６
月
に

開
催
さ
れ
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
中

間
政
策
会
議
で
は
、
日
本
の
参
加
者
の
女

性
比
率
は
40
％
を
達
成
で
き
て
い
ま
す

が
、
目
標
を
達
成
し
て
い
く
た
め
の
課
題

と
は
？

小
菅 

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
女
性
協
議
会
が
あ

る
こ
と
で
、
男
女
平
等
参
画
は
女
性
が
取

り
組
む
課
題
だ
と
い
う
意
識
が
根
強
く
あ

り
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
女
性
役
員
に
多

く
の
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
女
性
役

員
比
率
30
％
に
向
け
て
進
ん
で
き
て
い
る

の
で
す
が
、
負
担
の
偏
り
を
ど
う
解
消
す

る
か
と
い
う
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

金
属
労
協
の
第
４
次
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
各
産
別
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
上
部
団

体
で
あ
る
金
属
労
協
に
は
高
い
目
標
を
掲

げ
て
ほ
し
い
と
リ
ク
エ
ス
ト
し
ま
し
た
。

や
は
り
上
部
団
体
が
高
い
目
標
を
示
す
こ

と
に
で
、
産
別
や
地
方
組
織
、
単
組
の
目

標
も
積
極
的
に
設
定
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
数
値
目
標
に
向
か
っ
て
の
意
識
も
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
高

い
目
標
を
掲
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

渡
部 

「
40
％
を
め
ざ
す
」
は
非
常
に
高
い

目
標
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自

動
車
総
連
と
し
て
「
そ
の
数
字
の
達
成
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
」
と
一
文
を
加
え

て
い
た
だ
く
事
で
、
高
い
数
値
目
標
を
目

指
す
上
で
、
環
境
整
備
な
ど
の
具
体
的
な

課
題
を
検
討
し
、
方
向
性
を
見
出
し
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

梅
田 

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
女
性
参
画
が
重

要
だ
と
い
う
こ
と
に
も
、
目
標
設
定
に
も

異
論
は
な
い
。
た
だ
、
環
境
整
備
や
人
材

育
成
を
含
め
て
、「
ど
の
よ
う
に
」
と
い
う

具
体
的
な
「
H
O
W
」
を
示
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

職
場
に
い
く
と
女
性
管
理
職
が
増
え
た

と
実
感
し
ま
す
が
、
女
性
参
画
と
は
た
ん

に
女
性
役
員
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
で
、ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
や
男

性
の
働
き
方
改
革
と
い
っ
た
問
題
を
も
っ

と
加
速
し
て
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

小
菅 

Ｊ
Ａ
Ｍ
で
は
、
加
盟
組
合
に
対
し
て

「
女
性
の
職
域
拡
大
」
に
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
女
性
の
職

域
が
限
定
的
だ
と
、
労
働
組
合
の
入
口
と

な
る
職
場
委
員
に
な
る
女
性
も
限
定
的
に

な
る
。
な
か
な
か
難
し
い
の
で
す
が
、
女

性
の
職
域
拡
大
を
進
め
、
ま
ず
女
性
の
職
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仲間がいれば
自信をもって活動できる
私も皆さんのサポーター

　金属労協の皆さんのジェンダー平等社会の実現に向
けた取り組みに深く敬意を表し、心からエールをおく
ります。
　さて、振り返ってみますと、1986年男女雇用機会均
等法が施行されてから、単組では、研究・開発、営業、
海外駐在等それまで女性のいなかった職種への登用が
積極的に行われました。しかし、多くの女性組合員は結
婚／妊娠・出産によって退職し、優秀な女性が多いの
に会社にとって損失だと思っていました。
　私が単組中央執行委員なって初めて執行委員会で提
案したのが育児・介護休業制度。働き続けていくための
選択肢を増やしたいとの思いからでしたが、「必要ない」
と一喝され、説得どころか言い返すことさえできず、悔
しい思いをしました。なぜ、必要なのか言えなかった自
分が腹立たしかった。
　そんな時、女性組合員たちから制服の「リボンとベル
ト」を貸与してほしいという話があり、規定を確認した
ところ、貸与の項目にはなかった。そこでリボンとベル
トの貸与を提案したところ、要求項目に入れることがで
き、会社から組合要求通りの回答を得られました。多く
の女性組合員から「こんなことも組合でやってくれるん
だ」との声があり、組合に対する期待を感じたのです。

翌89年に育児・介護休業制度導入に再チャレンジ。
紆余曲折あったものの法制化される前に組合の要求通
り制度を導入することができました。「辞める理由がな
かった」育児休業取得者第一号となった女性組合員の
言葉が今でも印象深く残っています。
　その後、女性委員会を結成し、学習会を開催して法
律や時々の社会課題について勉強しました。また、賃金
制度をはじめ社内規定も点検し、女性が働き続けるため
には何が必要なのか、不利益はないか、配慮なのか排除
なのか、徹底的に議論しました。女性組合員対象の懇
談会、育児・介護当事者からのヒヤリング等も行いまし
た。各種専門委員会にも必ず女性を複数入れ、視点や
議論が偏らないようにしました。
　「悔しい」経験をしたからこそ、女性組合員と課題を
共有し、知恵を絞って次の戦略を立てることができ、仲
間が増えるほど力になりました。女性役員は短期で交代
するケースが多く、複数いないことから活動も人間関係
も「点」になってしまう。これを「線」にし「面」へと
広げていく。男性が作り上げてきた社会を変えていくに
は、発信力と行動力が必要です。そのためには、女性の
リーダーは女性が選び、皆でリーダーを支える体制を整
えることです。
　だからこそ、マイ・サポーターが必要。「教えてくれる
人」「話を聴いてくれる人」「アドバイスしてくれる人」
「紹介してくれる人」「一緒にいると楽しい人」こんな仲
間がいると、自信を持って活動することができる。人と
人との関わりが多いほど、女性組合員の利益代表として
信頼を得ることができます。
　日常会話からも課題が見える。多くの仲間とともに、
勉強し、知識を身に付け、感性豊かに課題を捉え、解決
に向けて着実に前進していきましょう。私も皆さんのサ
ポーターです。

会長 芳野 友子
日本労働組合総連合会

場
委
員
を
増
や
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

梅
田
そ
こ
は
重
要
で
す
ね
。

渡
部
自
動
車
総
連
で
は
、
大
会
と
中
央

委
員
会
と
い
う
主
要
な
機
関
会
議
に
お
い

て
、
代
議
員
・
傍
聴
者
と
も
に
女
性
参
画

率
20
％
を
目
指
し
、
12
労
連
に
要
請
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
単
組
や
労
連
の
事
例

を
共
有
し
な
が
ら
、
積
み
上
げ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

梅
田
連
合
は
、
男
女
平
等
参
画
か
ら
前
進

し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
多
様
性
推
進
」

の
方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
男
女
平
等
に
と

ど
ま
ら
ず
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
な
ど
多
様
性
と

い
う
側
面
も
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

金
属
労
協
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
議
論
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
日
は
お
二
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産

別
あ
る
い
は
単
組
で
の
女
性
参
画
に
関
す

る
状
況
や
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
過
去
に
比
べ
る
と

女
性
参
画
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
し
、
他
の
産
別
や
単
組

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
と
て
も
参
考
に
な

る
お
話
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
金
属
労
協

と
し
て
も
思
い
を
新
た
に
、
さ
ら
に
活
動

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


